
令和５年度 福井県特別支援教育センター 

「実践研究発表会」開催要項 
 
１  趣旨   特別な教育的ニーズがある幼児児童生徒への指導や支援の在り方、園・学校全体で取り組

む特別支援教育に関する実践研究の発表を通して、広く意見や情報を交換し、指導の一層
の充実と教職員の資質の向上を図る。  

 
２ 主催  福井県特別支援教育センター 
 
３ 期日  令和６年２月６日（火）10:00～16:00 
 
４ 会場と発表形式 福井県特別支援教育センターと参加者を遠隔システム（Zoom）でつなぎ実施 

（WEB閲覧できる環境であれば、事前に通知する URLよりどなたでも参加できます。）        
 
５ 日程 

９:30～Zoomにて接続開始  

10:00 開会                    

１１：５０ ～ １２：１０  質疑応答 
１２：１０ ～ １２：３０  ご高評   

                                     福井大学連合教職大学院  客員教授   小嵐 恵子 氏 
         福井大学連合教職大学院   講 師     南雲 敏秀 氏 

１２：３０ ～ １３：３０  昼食休憩 
 
１２：５０ ～ １３：１５  午後の部受付、Zoomにて接続開始（午後の部の参加者のみ） 

     

 
発

表 

４ 

13:30～ 

13:55 

子供の姿や思いを大切にした授業づくりを目指して 

～教師間の話し合いを通して～ 
嶺南東特別支援学校 

教諭 柴崎 昌美 氏 

 休憩（10分） 発表 ４ に関する質問や意見をチャットで募集 

発

表 

５ 

14:05～ 

14:30 

越前市児童発達支援センターなないろにおける 

教育と福祉の連携の取組について 

越前市児童発達支援センターなないろ 

地域連携推進マネジャー   
山岸 昌子 氏 

休憩（10分） 発表 ５ に関する質問や意見をチャットで募集 

発

表 

６ 

14:40～ 

15:05 
中学校の現状に合わせた校内連携や支援の充実に向けて 

福井県特別支援教育センター 

指導主事（特別支援教育） 

林田 祐紀  

休憩（10分） 発表 ６ に関する質問や意見をチャットで募集 

１５：１５ ～ １５：３５  質疑応答   
１５：３５ ～ １５：５５  ご高評 

                                         福井大学連合教職大学院  特命准教授 荒木 良子 氏 
         福井大学連合教職大学院   講 師     南雲 敏秀 氏 

１６：００ ～                  閉会・諸連絡 
 

     

 発

表 

１ 

10:05～ 

10:30 

互いに育ちあうインクルーシブ教育の原点は幼稚園教育から 

～医療的ケア児(13トリソミー児)と一緒に～ 

仁愛女子短期大学附属幼稚園

園長 佐竹 了 氏 

 休憩（10分） 発表 1 に関する質問や意見をチャットで募集 

発

表 

２ 

10:40～ 

11:05 

関わり・学び・寄り添い合って 喜び合う 

～生命力ある子どもの絶え間ない成長と 寄り添い紡ぎ合うことで ともに大き

く成長するために～ 

池田町立池田小学校  

教諭 佐々木 清文 氏 

休憩（10分） 発表 2 に関する質問や意見をチャットで募集 

発

表 

３ 

11:15～ 

11:40 
本校における特別支援教育の広がりと学校設定科目の実践 

福井県立丸岡高等学校定時制

教諭 船谷 珠美 氏 

休憩（10分） 発表 3 に関する質問や意見をチャットで募集 



６ 発表内容（「日程表」参照） 
 

【発表１：幼稚園】 

・自分で歩けず、気管切開のため声も出せず、感情の表出も乏しい「13トリソミー」の医ケア児の、3年間

の幼稚園生活で育ってきた本児はもとより、周りの子どもたち、教職員、保護者の姿を報告します。 

【発表２：小学校】 

・子どもの興味や関心から学びを広げるためにゲストティーチャーと連携して学習したことや、子どもの障

がいによる苦手なところが向上した自覚により、児童が指導者との関わりを深め学習意欲を高めていった

取組を紹介します。 

【発表３：高等学校】 

・高校通級の指導が始まったことをきっかけに、各機関と連携・協働し、特別支援教育の視点による生徒支

援や授業改善の取り組みが学校全体に広がってきた、その経過と学校設定科目「ライフスキル」の実践に

ついて報告します。 

【発表４：特別支援学校】 

・自分の思いを上手に伝えられない子供の思いを、その姿から読み取ったり引き出したりして授業に取り入

れることで、主体的に活動する姿や対話が生まれる授業づくりを目指してきた取組について報告します。 

【発表５：福祉機関】 

・特別なニーズのある子どもに対して教育と連携した支援の取組と、家庭、教育、福祉の連携推進のための取

組を報告します。 

【発表６：特別支援教育センター】 

・特コが校内研修をきっかけとし、中学校ならではの視点で教員間をつなぎ、持続可能な形を目指しながら

校内の支援体制づくりや支援の充実に向けて模索していった取組みを報告します。 

 

７ 参加申込方法  

●「参加申込フォーム」（URL）または、QRコードよりお申し込みください。「参加申込フォーム」、ＱＲ

コードは、当センターのホームページからダウンロードすることもできます。 

●所属内の複数名で参加する場合には、代表の方がお申し込みください。また、できるだけ、各所属園・

校・各機関で視聴する端末を共有してご参加ください。 

●WEB閲覧できる環境がないなど、オンラインでの参加が難しい場合は、「参加申し込みフォーム（10.

その他）」にその旨お知らせください。 

 

８ その他 

 ・当日は一日の参加、または午前のみ、午後のみの参加となっています。  

・接続については、実践研究発表会直前にメールでお知らせするURLよりアクセスしてください。 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

申込締切：令和６年１月２２日（月） 

https://forms.office.com/r/KVwgKTzca7 

 
 【問い合わせ先】 福井県特別支援教育センター 指導主事（特別支援教育） 細谷 佳菜子 

                 TEL 0776‐53‐6574   FAX 0776‐52‐6272    

https://forms.office.com/r/KVwgKTzca7

